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宮良殿内にある魯般尺と三線尺
A study of Rohan-Jyaku and Sanshin-Jyaku in Miyara-Dunchi









　　This paper describes the difference between the Rohan-Jyaku which exists in the 
Miyara-Dunchi at Ishigaki Island, each Rohan-Jyaku at Taketomi Island and Kume 
Island. Explaining the usage of the scale written on the Rohan-Jyaku of Miyara-Dunchi 
resembles the explanation sentence of the Rohan-Shinjaku in Rohan-kei closely. In 
addition, an another scale not to understand the usage is kept in Miyara-Dunchi. In this 






























































































































　沖縄には最近まで唐尺 ( カラジャク ) と


















もしれない」(2008 年 1 月 19 日 ) と話をし
てくれた。
　沖縄の魯般尺についての先行研究（報告）
は、窪 [5][6][21]、渡邊 [7][8]、笠原 [9]、
又吉真三 [10]、徳井 [11]、宮城 [12]、伊

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































例） 一番目の 2.1 尺 ( 一般尺の二尺一寸 ) は、
魯般尺の 11.66 目盛なので、大目盛の 11 番
目を超えて 12 番目を指す。そこは " 義 " の
文字の上にあたる。
　　　　　　　　　　




















































魯 般 尺 は、 そ れ ぞ れ 43.6cm、43.48cm、
43.6cmである。久米島魯般尺が若干短いが、
それは反り 7 のためである。従って、これ
ら３つの魯般尺の長さは、同じ 43.6 cm と
考えて良い。そのため、これらの魯般尺を
製作するに当たって用いられたであろう
一般尺の長さは、43.6 ÷ 1.44 ＝ 30.27 ≒





























































































































































西暦の 1891 年 9 月
































治 24 年 の 西 暦
1891年である。




























































図11 制作年／者 図 11　制作年・制作者
　光緒 17 年は明治 24 年の西暦 1891 年で
ある。実は光緒 17 年 (1891 年）の 3 月 24
日に明治度量衡法が公布 ( 施行は 1893 年 1






現当主の當房さんの話 12 から、2.5 倍尺と
同時期に作られたも と推定される。
４．２　琉球王府時代の 2.5 倍尺の長さ
　図 12 に 2.5 倍尺の全体の写真を示す。
　図 12 は、下段に魯般尺があり、上段に
2.5 倍尺があるが、魯般尺 (約 43.6cm) よ
り長いことがわかる。2.5 倍尺の長さは約





さは約 43.6cm であり、それを 1.44 で除す











11 宮良家は、宮良間切の地頭職 ( 八重山頭職 ) であり、





































治 24 年 の 西 暦
1891年である。























































































　この 74.49cm という数値は、75.75cm の























いる。一方、図 13 の右図は、2.5 倍尺の下
部である。上部と比べて目盛の数が極端に



















































に示す伊勢貞丈 (1717-1784 年 ) の作とさ
れている三線の図では、その長さを四寸八






































































































































































































































の 2.5 倍尺は 75.75cm であるが、これに
2 ～ 3cm 弱程度付加すると、約 77.75 ～




尺を考えたとき、それに約 2 ～ 3cm を付加
した場合、琉球王府期の三線の棹 (ソー )
の長さに近くなり、明治度量衡法公布後の
2.5 倍尺に約 2 ～ 3cm 付加した場合は、昭

























(80.41 ～ 91.13cm) となる。
　文献 [20] の『沖縄の三線』の中に掲載
されている三線の中で、一尺九寸八分～二



































[4] でも指摘のとおり、図 14 から算出する
と、棹 ( ソー ) のトゥーイの長さは一尺四















 著者は、１挺非常に良くできた約 67cm の“官”で吉
を指す長さの三線を知っている。チラ (財：吉 )、チ
ルダマイ(財：吉)、ウタイグチからミルクミミ下(財：























80cm 以上 6 2 2 1 1 0
79.8cm 以上 9 3 3 1 1 0





















琉球王府期 0 0 1 0 0 0
明治前期 0 1 0 0 0 0
明治後期 2 0 0 0 0 0
大正期 4 0 2 0 0 0









































































































付録図１　久米島魯般尺 (43.48cm) 付録図２　喜宝院魯般尺 (43.6cm) 
